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今週のキーワード

宇宙経済圏
製造・AI・電力、新フロンティアへ

47
件

記事数

7
カ国

対象国

100Gbps
光衛星間L

50年以上
電池寿命

今週の全47記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
ispace、H3ロケット採
用

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
ispaceが次世代月着陸船ULTRAに国産H3ロケット採
用、日本の商業月輸送システム構築を加速。

#02
Amazon
Leo、光リンク

新技術発
表

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●○○
○

Amazon Leoが100Gbps光衛星間リンク搭載を発表、
高速・低遅延メッシュネットワークでStarlinkに対抗
。

#03 ISS微小重力結晶 研究成果
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
ISSで微小重力下タンパク質・半導体結晶が高品質に
成長、創薬や高性能エレクトロニクスに期待。

#04 IST、LC1進捗公開 インフラ
進捗

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●○○
○

●●●●
●

ISTが北海道スペースポートLC1の建設進捗を公開、
将来の衛星打ち上げ事業を支える重要インフラ。

#05 Artemis計画に警鐘 市場危機
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
米国GAOがNASAアルテミス計画の予算削減と計画変
更に警鐘、ミッション成功に深刻な影響の可能性。

#06 宇宙腫瘍学が台頭 研究分野
紹介

●●●●
○

●○○○
○

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

宇宙腫瘍学が台頭、微小重力下の癌研究が創薬や治療
法開発に革新をもたらす可能性。

#07 Northrop軌道上ロボ 新製品発
表

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

Northrop Grummanが軌道上サービス向けロボット
宇宙機MRVを打ち上げ、衛星寿命延長と運用柔軟性を
向上。

#08 ガラスバブル熱防御 材料技術
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
ガラスバブルが宇宙機熱防御システム（TPS）の軽量
化と断熱性能を大幅向上、再突入技術に貢献。

#09 中国、雷撃乗り越え 運用実績
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
中国が雷撃を乗り越えデータ中継衛星「天鏈2号06」
を打ち上げ成功、ロケットの耐雷設計を実証。

#10
NASAタイタンドロー
ン

探査計画
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

NASAが土星衛星タイタン探査向け原子力ドローン「
Dragonfly」の主要アセンブリを開始、生命の兆候を
探る。

#11 宇宙医薬品製造 研究成果
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
NASAが植物を用いた宇宙での医薬品製造研究を発表
、深宇宙ミッションの医療自立を加速。

#12 Starshipシールド課題 技術課題
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
SpaceX Starshipの再突入シールドが熱ブリッジング
とプラズマ侵入問題に直面、迅速な再利用に課題。

#13 NASAとBlue Origin 企業戦略
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
NASAとBlue OriginがNew Glennロケットエンジン試
験で提携、Artemis計画加速へ。

#14 Artemis着陸地点再考 計画変更
議論

●○○○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●○○
○

●●●●
○

Artemis IIパイロットがArtemis IV月面着陸地点の再
考を提案、南極から赤道付近への変更議論。

#15 City Labs原子力電池 新製品発
表

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

City Labsが小型原子力電池を軌道に投入、宇宙探査
向け長期電力供給を実証。

#16 英・スイス製薬提携 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
英国・スイスが宇宙活用製薬製造で提携、微小重力下
R&D;効率化と3000億ドル市場活性化へ。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#17
宇宙製造スタートアッ
プ

市場概観
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
宇宙製造スタートアップ上位15社が微小重力下製造を
牽引、先進半導体や医薬品開発で革新。

#18
Outlier
Space資金調達

企業戦略
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
Outlier Spaceが微小重力下医薬品・シリコン製造向
け衛星開発で1050万ドル調達、宇宙製造を加速。

#19
Planet
Labs軌道上製造

新製品発
表

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

Planet Labs & Metalsが微小重力下で先進材料・生体
医療製品を製造する軌道上プラットフォームを発表。

#20
元NASA、Starship警
鐘

技術課題
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
元NASA専門家がSpaceX Starshipの再突入シールド
の課題を指摘、迅速な再利用目標は困難。

#21
中国、ロケットネット
回収

新技術実
証

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●○○
○

中国がロケット第1段ブースターの海上ネット回収に
成功、再利用技術で宇宙開発競争に新たな一手。

#22 Voyager、半導体製造 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

Voyager Technologiesが軌道上半導体製造の商業規
模拡大へ提携、次世代宇宙ステーションStarlab活用
。

#23 NASA、HALEU燃料 政策・技
術

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

NASAとRadiant社がHALEU燃料を獲得、火星・月探
査向け原子力ミッション「SR-1 Freedom」を加速。

#24 火星原子炉コスト増 市場危機
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
NASA火星原子炉ミッション「SR-1 Freedom」のコ
ストが21億ドルに増加、予算課題が浮上。

#25 中国CNSA宇宙計画 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
中国CNSAが天宮ステーション運用、有人月探査、メ
ガコンステレーションなど野心的な宇宙計画を推進。

#26 トカマク熱防御研究 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
DIII-Dトカマクが宇宙機熱防御材研究に活用、木星大
気突入時のデータ不一致解決へ貢献。

#27 Am-241原子力発電 新技術発
表

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

英国Perpetual AtomicsがAm-241使用の原子力発電
システムを開発、月・火星・深宇宙ミッション向け。

#28 ORBES検査衛星 新製品発
表

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

ORBESが軌道上サービス向け検査衛星「Exo-ORB」
を発表、将来はロボットアームで修理も可能に。

#29 ソフトバンク光無線 技術戦略
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●

ソフトバンクがNTN向け光無線通信の可能性を提示、
LEO・GEO衛星・HAPSを統合しグローバル接続性向
上。

#30 Amazon Leo D2D 新技術発
表

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●○○
○

Amazon LeoがD2Dシステム導入を申請、光衛星間リ
ンクでインテリジェントルーティングを実現。

#32 宇宙製造本格化 市場概観
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
Varda、Redwire、Northrop Grummanが宇宙製造を
牽引、微小重力下での医薬品・材料生産が本格化。

#33 GNRs耐放射線性 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
アリゾナ大学がグラフェンナノリボンで耐放射線性半
導体・センサーを実現、宇宙・核融合炉向け。

#34 Park複合材投資 企業戦略
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
Park Aerospaceがタルサに先進複合材料製造施設へ6
500万ドル投資、航空宇宙・宇宙需要に対応。

#35 東レ、eVTOL提携 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
Sora Aviationと東レがeVTOL機「Sora S-1」製造で
提携、先進炭素繊維複合材料で軽量化・高性能化。

#36 KERI、SiC電池実証 研究成果
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
韓国KERIがSiCベースのベータボルタ電池を50年以上
稼働実証、深宇宙ミッション向け超長寿命電源。

#37 韓国MID宇宙部品 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
韓国MIDが宇宙部品国産化へ1060万ドル調達、新セ
ラミックパッケージ工場建設で高信頼性部品供給。

#38
Intel、宇宙AIプロセッ
サ

新製品発
表

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

IntelがAIアクセラレーションと放射線耐性を統合した
宇宙向けプロセッサ「Starfire」を発表。

#39 Microchip、Hailo買収 企業戦略
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
MicrochipがHailo買収でエッジAI戦略を強化、宇宙・
産業分野でのAI処理能力を拡大。

#40 VORAGO耐放射線MC 新製品発
表

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

VORAGOがHARDSIL®技術で耐放射線性マイクロコ
ントローラを拡充、宇宙・航空宇宙・防衛向け。

#41
中国、400V電力シス
テム

新技術実
証

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

中国が世界初の軌道上400V級宇宙電力システム試験
を天舟10号で成功、有人月探査の電力基盤強化。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#42 インド国産衛星電池 新製品発
表

●●○○
○

●●●●
●

●●○○
○

●●●○
○

●○○○
○

インドTakeMe2Spaceが国産衛星電池パック「Power
Bank-50」の宇宙ミッション成功、サプライチェーン
強化。

#43
CAPSTONE
02ミッション

技術実証
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○

NASAのCAPSTONE 02ミッション、2027年に月軌道
で自律航行と通信技術を実証しアルテミス計画を支援
。

#44 中国、宇宙AIネット 技術戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
中国が宇宙ベースAIコンピューティングネットワーク
「Xingshu」を展開、衛星をインテリジェント化。

#45 軌道上DC冷却特許 新技術発
表

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

CaltechとSophia Spaceが軌道上データセンター向け
受動冷却システムで特許取得、2028年販売開始へ。

#46 Kepler欧州拡大 企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○

Kepler Communicationsが欧州でセールスディレク
ター募集、軌道上コンピューティングとデータ中継サ
ービスを拡大。

#47
Northrop
MRV打ち上げ

新製品発
表

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

Northrop Grummanがロボット宇宙船MRVを打ち上
げ、衛星の寿命延長・修理など軌道上サービスを強化
。

#48 Redwire新施設 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
Redwireが最先端の宇宙対応R&D;・製造施設をオー
プン、宇宙産業の生産能力を加速。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 宇宙空間での「工場」は、日本の材料・半導体産業の設計前提を覆すか？
微小重力下での医薬品、高純度半導体、超低損失光ファイバー製造が本格化しています。Varda社は抗HIV薬結晶化に成
功し、Voyager社は軌道上半導体製造を商業化へ。地球上では不可能な品質と性能を持つ材料が宇宙で生産される時代が
到来しつつあります。貴社の製品開発戦略に「宇宙製造」は織り込まれていますか？

❷ 中国の「宇宙強国」戦略は、日本の宇宙産業に新たな機会と脅威をもたらすか？
中国は年間60回以上の打ち上げ、天宮ステーション運用、2030年有人月探査、そして約1000機のAI衛星ネットワーク「
Xingshu」を展開し、宇宙ベースのコンピューティング能力を強化しています。これは日本の宇宙産業にとって、部品供
給や技術提携の機会となる一方で、技術的優位性の喪失や国際競争激化の脅威となります。貴社は中国の動向をどう評価
し、戦略に反映していますか？

❸ 長寿命・耐放射線性電源とAIプロセッサは、日本の深宇宙探査・月面開発を加速させるか？
韓国KERIは50年以上稼働可能なSiCベースのベータボルタ電池を実証し、IntelはAIアクセラレーションと放射線耐性を統
合した宇宙向けプロセッサ「Starfire」を発表しました。これらの技術は、月面基地や火星探査における長期電力供給と自
律運用に不可欠です。日本の宇宙探査計画や月面開発において、これらの革新的な電源・コンピューティング技術をどの
ように活用し、国際競争力を高めるべきでしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

宇宙製造

中国戦略

宇宙AI

SiC電池

国産月輸送
光無線NTN

Starship課題

Artemis課題

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 宇宙製造 注意 高品質材料の生産 競争激化、技術遅れ

● 中国戦略 注意 新市場創出 技術・市場競争

● 宇宙AI 注意 衛星の高性能化 技術競争激化

● SiC電池 機会大 長寿命電源確保 —

● 国産月輸送 機会大 国内産業活性化 —
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● 光無線NTN 機会大 グローバル通信網 —

● Starship課題 脅威大 — 計画遅延、コスト増

● Artemis課題 脅威大 — 計画の不安定化
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深掘り ① ― 宇宙空間での商用製造が本格化
#32 | 2026/07/30 | Vertex AI Search (Google Cloud Blog) | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○
市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●○

微小重力下での製造が、医薬品、高度材料、軌道上サービスといった多様な分野で急速に商業化され、新たな軌道経済
圏を形成しています。Varda Spaceは再利用可能なカプセルで薬剤化合物の軌道上処理・地球帰還ビジネスを確立し、
2026年5月には6回目のミッションを完了。RedwireはISS上でZBLAN光ファイバー製造やヒト心臓組織バイオプリン
ティングに成功し、Northrop
Grummanは軌道上サービス向けロボット宇宙機MRVを打ち上げ、衛星の寿命延長・修理サービスを開始しました。

微小重力環境は、地球上では重力による対流や沈降が避けられない結晶成長や材料混合において、極めて均一で純度の
高い製品を生み出す優位性があります。これにより、超高純度半導体結晶、高性能合金、特殊なタンパク質結晶、細胞
組織の生産が可能となり、地球上の製造プロセスが持つ物理的制約を克服する技術として注目されています。宇宙への
アクセスコスト低下と自動化・ロボット技術の進歩が、宇宙製造の商業化を加速させています。

▶ シニアテクニカルアナリスト

Varda社の6回ミッション完了やRedwire社のZBLAN光ファイバー製造成功は、宇宙製造が研究段階か
ら商業化へ移行している明確な証拠です。ただし、商業規模でのコスト競争力や地球への輸送・回収コ
スト、製品の品質保証・認証、放射線環境下での長期安定性といった課題は依然として残ります。 【機
会】日本の材料メーカーは、微小重力下でしか作れない高純度半導体材料、超低損失光ファイバー、特
殊合金、医薬品結晶などのニッチ市場に参入する大きな機会があります。製薬企業は新薬開発の効率化
に繋がるでしょう。 【脅威】海外企業がこの分野で先行しており、日本の技術・製造基盤が遅れると、
将来の高付加価値材料のサプライチェーンから排除されるリスクがあります。R&D;部門は微小重力下で
の材料特性研究を強化し、経営企画は宇宙製造スタートアップへの投資や提携を検討すべきです。

深掘り ② ― 中国国家航天局（CNSA）の野心的な宇宙計画
#25 | 2026/07/26 | Orbital Radar | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●○

中国国家航天局（CNSA）は、独自の恒久的に有人宇宙ステーション「天宮」の安定運用を確立し、2030年までの有人
月面着陸を目指す野心的な月探査プログラム（嫦娥計画）を積極的に推進しています。さらに、火星サンプルリターン
ミッションや、Starlinkに対抗する大規模な衛星インターネットコンステレーション（国網、千帆）など、多岐にわた
る宇宙開発計画を進めています。中国は現在、年間60回以上の軌道打ち上げを行い、どの国よりも多くのロケットを宇
宙に送り出しています。

「天宮」宇宙ステーションは長期的な有人科学研究プラットフォームを提供し、月探査計画「嫦娥」は将来の月面基地
建設を見据えています。メガコンステレーション計画は世界規模でのブロードバンドインターネット接続を目指し、米
国のStarlinkと競合します。これらの計画は、中国のロケット技術、宇宙通信技術、有人宇宙飛行能力の急速な進展に
よって支えられており、中国が宇宙開発の新たな主要プレイヤーとしての地位を確立していることを示しています。
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▶ シニアテクニカルアナリスト

中国の年間60回以上の打ち上げ実績や天宮ステーションの安定運用は、その技術力と実行力を明確に示
しています。2030年までの有人月面着陸目標も野心的ですが、実現可能性は高いと評価できます。ただ
し、技術の透明性や国際協力の枠組み、宇宙デブリ問題への対応は依然として課題です。 【機会】中国
の巨大な宇宙市場への参入機会（部品供給、技術提携）が考えられます。特に、中国のメガコンステレ
ーション向け部品や、月探査関連の技術協力は注目に値します。 【脅威】中国の宇宙空間での活動領域
の拡大は、技術的優位性の喪失や地政学的リスク、国際標準化における影響力低下に繋がり、日本の宇
宙産業の競争力低下を招く可能性があります。経営企画は中国の宇宙戦略を継続的に監視し、競合分析
を強化すべきです。
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深掘り ③ ― 韓国KERI、50年以上稼働可能なSiCベースのベータボルタ電池を世界初実証
#36 | 2026/07/27 | EurekAlert! | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●○○

韓国電気研究院（KERI）は、充電や交換なしで50年以上にわたり安定した電力を供給できる、炭化ケイ素（SiC）ベー
スのベータボルタ電池の国内初の本格実証に成功しました。この革新的な電池は、従来のシリコンよりも熱および放射
線に強いSiCを活用することで、宇宙空間などの極限環境でも信頼性の高い電力供給を実現します。研究チームは、放
射線を効率的に電気に変換するp-i-nダイオード構造を最適化し、宇宙放射線環境をシミュレートした条件下で長期耐久
性データを取得しており、深宇宙ミッションや長寿命センサーへの応用が期待されます。

このベータボルタ電池は、放射性同位体が放出するベータ粒子を半導体接合部で捕獲し、電気エネルギーに直接変換す
る原理を利用しています。KERIの研究チームは、変換効率を最大化するためにp-i-nダイオード構造を精密に最適化し
、約20%の変換効率を達成しました。さらに、-100℃から300℃を超える過酷な温度変化や高レベルの放射線環境下で
も安定稼働が見込まれる長期耐久性をデータで実証しており、宇宙ミッションにおける電力供給の課題を克服する新た
なソリューションとして注目されています。

▶ シニアテクニカルアナリスト

KERIによる50年以上の稼働実証は、ベータボルタ電池の実用化に向けた画期的な成果です。SiCの放射
線耐性と熱安定性は理論的にも優位性があり、変換効率20%も実用化に向けた重要な一歩と評価できま
す。しかし、出力電力のスケールアップ（マイクロワットからミリワット級）、コスト削減、安全性（
放射性物質の封じ込め）、量産技術の確立が今後の課題です。 【機会】日本の電池メーカー、SiC半導
体メーカーは、この技術を深宇宙探査機、月面基地、極限環境センサー向けに共同開発する大きな機会
があります。長寿命電源は日本の宇宙探査計画に不可欠な要素となるでしょう。 【脅威】韓国がこの分
野で先行し、日本の技術開発が遅れると、将来の宇宙電源市場で競争力を失うリスクがあります。R&D;
部門はSiCベースのベータボルタ電池技術の調査と、自社技術とのシナジーを検討し、経営企画は韓国K
ERIとの共同研究や技術提携の可能性を探るべきです。

その他の注目記事
日本のispace、月着陸船「ULTRA」2028年打ち上げに国産H3ロケット採用を決定 (The Japan Times)
技●●●○○ 実●●●○○ 市●●●●○

日本の商業月輸送システム構築に向けた重要な一歩。H3ロケットの信頼性向上と国内サプライチェーン活性化に期待。

Voyager Technologies、軌道上半導体製造の商業規模拡大へ戦略的パートナーシップを締結 (Voyager Technologies)
技●●●●○ 実●●●○○ 市●●●●○

微小重力下での高品質半導体製造が商業化へ。Starlabでの生産は、次世代AIや量子コンピューティングの性能向上に
貢献する可能性。

ソフトバンク、NTN実現に向けた光無線通信の可能性を提示：衛星間・静止軌道衛星・HAPS活用 (SoftBank)
技●●●●○ 実●●○○○ 市●●●●○

LEO-GEO-HAPSを統合した光無線通信は、5G/6G、IoT、自動運転など、日本のグローバル通信インフラに革命をもた
らす可能性を秘める。

Sora Aviationと東レ・アドバンスト・コンポジットがeVTOL機「Sora S-1」製造で提携 (AIN)
技●●●○○ 実●●●○○ 市●●●●○

東レの先進炭素繊維複合材料がeVTOL機の軽量化と高性能化に貢献。日本の材料技術が次世代モビリティを牽引する好
事例。

Intel、AIアクセラレーションと放射線耐性を統合した初の宇宙向けプロセッサ「Starfire」を発表 (Semiconductor Engineering)
技●●●●○ 実●●●●○ 市●●●●○
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宇宙でのリアルタイムAI処理と自律運用を可能にする画期的なプロセッサ。日本の衛星・探査機の高性能化に不可欠な
技術となる。

中国、「Xingshu（スターハブ）」ネットワークでAI時代に対応した宇宙ベースのコンピューティング能力を強化 (CIO)
技●●●●○ 実●●●○○ 市●●●●●

中国が約1000機のAI衛星ネットワークを展開。軌道上でのリアルタイムデータ処理は、地球上の産業に新たな価値を
もたらし、日本のAI・宇宙産業に大きな影響を与える。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】SiCベータボルタ電池の最新研究動向を調査し、自社技術への応用可能性を検討する。

• 【経営企画】中国の宇宙産業における主要プレイヤー（CNSA、民間企業）の動向を分析し、潜在的なパートナ
ーシップや競合リスクを評価する。

▍短期（1ヶ月）
• 【材料開発】微小重力下での材料製造に関する技術ロードマップを策定し、高純度半導体、光ファイバー、医薬
品結晶などの研究テーマを具体化する。

• 【半導体PKG】Intel「Starfire」やVORAGO「HARDSIL®」など、耐放射線性AIプロセッサの技術詳細を評価
し、自社の宇宙向け部品開発戦略に組み込む可能性を探る。

• 【EV設計】東レのeVTOL向け複合材料供給事例を参考に、次世代モビリティにおける軽量化材料のサプライチ
ェーン戦略を検討する。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営層】宇宙製造、宇宙AI、月面電力システムなど、成長する宇宙経済圏への参入戦略を具体化し、必要なR
&D;投資、M&A;、国際提携を検討する。

• 【調達】国産ロケットや衛星部品のサプライチェーン強化に向け、国内スタートアップとの連携を模索し、技術
的なギャップを特定する。

• 【R&D;】ソフトバンクが提唱する光無線通信を活用したNTNアーキテクチャについて、通信デバイスや光部品
の観点から技術的貢献の可能性を評価する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-01
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築へ
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#09 中国、雷撃を乗り越えデータ中継衛星「天鏈2号06」を長征3Bロケットで打ち上げ成功
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#22 Voyager Technologies、軌道上半導体製造の商業規模拡大へ戦略的パートナーシップを締結
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#33 アリゾナ大学、グラフェンナノリボンで宇宙・核融合炉向け耐放射線性半導体とセンサーを実現
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#35 Sora Aviationと東レ・アドバンスト・コンポジットがeVTOL機「Sora S-1」製造で提携
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#38 Intel、AIアクセラレーションと放射線耐性を統合した初の宇宙向けプロセッサ「Starfire」を発
表

#39 Microchip Technology、Hailo買収でエッジAI戦略を大幅強化し宇宙・産業分野を拡大

#40 VORAGO Technologies、HARDSIL®技術で宇宙・航空宇宙・防衛向け耐放射線性マイクロコン
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#43 NASAのCAPSTONE 02ミッション、2027年に月軌道で自律航行と通信技術を実証しアルテミス

計画を支援

#44 中国、「Xingshu（スターハブ）」ネットワークでAI時代に対応した宇宙ベースのコンピューテ
ィング能力を強化



#45 CaltechとSophia Space、軌道上データセンター向け受動冷却システムで特許取得、2028年販
売開始へ

#46 Kepler Communications、欧州セールスディレクター募集で軌道上コンピューティングとデー

タ中継サービスを欧州で拡大

#47 Northrop Grumman、軌道上での衛星サービス向けロボット宇宙船MRVを打ち上げ、MEPと
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#48 Redwireが最先端の宇宙対応R&D・製造施設をオープン、宇宙産業の生産能力を加速



#01 日本のispace、月着陸船「ULTRA」2028年打ち上げ
に国産H3ロケット採用を決定

概要

日本の宇宙スタートアップispaceは、次世代月着陸船「ULTRA」の2028年打ち上げ
に、三菱重工業が開発する国産大型ロケットH3を使用する契約を締結しました。

公開日 2026年07月30日  The Japan Times  日本



詳細

主要成果

日本の宇宙スタートアップispaceは、次世代月着陸船「ULTRA」を2028年に打ち上げる
ため、三菱重工業のH3ロケットを使用する契約を正式に締結しました。これはispaceに
とって初の国産ロケットによるミッションであり、日本の商業宇宙産業における月輸送
システム構築に向けた重要な一歩となります。両社は、国内の技術と産業を統合した本
格的な月輸送システムの実現を目指し、協力関係をさらに強化すると発表しました。

技術・臨床詳細

ispaceの「ULTRA」月着陸船は、より大型で多くのペイロードを搭載できる能力を持
ち、月面での幅広い探査活動や物資輸送を支援することが期待されています。一方、H3

ロケットは、日本の宇宙航空研究開発機構（JAXA）と三菱重工業が開発した次世代基幹
ロケットであり、高い信頼性とコスト競争力を目指しています。今回ispaceがH3ロケッ
トを選定したことで、日本のロケット打ち上げ能力の商業利用が加速され、国内サプラ
イチェーン全体の活性化に貢献すると見られています。

背景・業界文脈

近年、世界の宇宙産業では、月探査や月面活動に向けた商業サービスへの関心が高まっ
ています。ispaceは、民間企業として月面着陸を目指し、これまでにミッション1で月
軌道投入に成功し、ミッション2でもデータ取得の実績があります。今回の国産ロケッ
ト採用は、国際的な月探査プログラムであるArtemis計画など、拡大する月経済圏にお
いて日本が存在感を示す上で極めて戦略的な意味合いを持ちます。自国製のロケットで
自国企業が月を目指すという構図は、日本の宇宙技術の成熟度を示す象徴的な事例と言
えるでしょう。



今後の展望

ispaceと三菱重工業は、今回の契約を通じて、将来の月面開発を見据えた技術連携をさ
らに深めることが予想されます。将来的には、月面での持続的な活動を支える輸送イン
フラの構築、さらには月資源の利用といった、より野心的な目標への足がかりとなる可
能性を秘めています。この動きは、日本の宇宙産業全体に波及効果をもたらし、国際競
争力の向上にも寄与するでしょう。今回の打ち上げは、日本の宇宙開発史における新た
な節目となることが期待されます。

元記事: https://www.japantimes.co.jp/business/2026/07/30/companies/ispace-lunar-lander-rocket/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.japantimes.co.jp/business/2026/07/30/companies/ispace-lunar-lander-rocket/


#02 Amazon Leo、100Gbps光衛星間リンクでStarlinkに
挑む高速・低遅延メッシュネットワーク構築へ

概要

Amazonは、低軌道衛星コンステレーション「Amazon Leo」（旧Project Kuiper）が、
各衛星に100 Gbpsの光衛星間リンク（OISL）機能を搭載することを発表しました。

公開日 2026年07月24日  Orbital Radar  アメリカ



詳細

主要成果

Amazonは、同社の低軌道（LEO）衛星コンステレーションである「Amazon Leo」（旧
称Project Kuiper）が、各衛星に最大100 Gbpsの赤外線レーザー接続を可能にする光衛
星間リンク（OISL）機能を搭載すると発表しました。これにより、Amazon Leoはデー
タが地上局を経由せずに衛星間で直接ルーティングされるメッシュネットワークを宇宙
空間に構築し、世界中で高速・低遅延のブロードバンドサービス提供を目指します。

技術・臨床詳細

光衛星間リンク（OISL）は、衛星間でテラビット級のデータをレーザー光で直接伝送す
る技術であり、従来の無線周波数（RF）通信に比べて大幅な高速化と低遅延化を実現し
ます。Amazon Leoのこのアーキテクチャは、データが地上のゲートウェイを経由する
頻度を最小限に抑えることで、特に遠隔地や海洋上でのサービス品質を向上させます。
各衛星が最大100Gbpsの通信能力を持つことで、コンステレーション全体で膨大なデー
タトラフィックを処理する基盤が確立されます。

背景・業界文脈

低軌道衛星ブロードバンド市場は、SpaceXのStarlinkが先行していますが、Amazon Leo

はOISLをフル活用した独自のメッシュネットワークで差別化を図っています。Starlink

も衛星間レーザーリンクを展開していますが、Amazonはインテリジェントなルーティ
ングとD2D（Direct-to-Device）システムとの連携により、さらに最適化されたサービス
を目指しています。この技術は、地上インフラが未整備な地域や災害時においても、信
頼性の高い通信手段を提供可能にし、デジタルデバイドの解消に貢献すると期待されて
います。



今後の展望

Amazon LeoのOISL機能は、衛星ブロードバンド市場における競争を激化させるだけで
なく、宇宙通信技術全体の進化を加速させるでしょう。今後、直接デバイスへのサービ
ス（D2D）導入に向けた申請も行われており、将来的にはスマートフォンなどの民生用
デバイスへの直接接続も視野に入れています。これにより、宇宙からのインターネット
アクセスはさらに普及し、IoT、自動運転、遠隔医療など、多岐にわたる分野での革新
的なアプリケーション開発を促進する可能性があります。

元記事: https://orbitalradar.com/satellites/operator/amazon-leo

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://orbitalradar.com/satellites/operator/amazon-leo



